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1 . 背景
富 山大学杉谷 (医薬系) キ ャ ン パ ス は 、 医療系
2 学部 4 学科 の みか ら な る 。 従来、 暗黙理 に 、 医
師 ・ 医療職 を 目 指す に 十分な 能力 と モ チ ベ ー シ ョ
ン を も っ た学生のみが在籍 し 、 学生支援は必要な
い も の と 理解 さ れて き た (酒井 ・ 立瀬 ・ 吉永他，
2012) 。 そ の た め 、 学生支援 を 担 う 部署や教員組
織 は存在 し て い な か っ た ( 図 1 ) 。 かつ て学生支
援 は 、 医薬系学生課 (現医薬系学務 グ ル ー プ) 職
員 、 保健医学教員 な ど、 そ の必要性 を い ち は や く
認識 し た 一部の教職員 に よ っ て 個 人 的 に 行 わ れて
い た 。
元来、 学生支援 は 、 大学教育 の 一環であ り 、 教
員 お よ び学務 グ ル ー プ職員 等が行 う 業務の一部で
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あ る 。 し か し 各大学 に お い て、 入学 し て く る 学生
の価値観が多様化す る 一方、 未熟 な 学生 も 散見 さ
れ る よ う に な っ た 。 こ う し た状況下で、 個 々 の教
職 員 の 経験則 の み に 拠 る 学生対応 - 学生 指 導 で
は、 困 難が生 じ る ばか り か、 ハ ラ ス メ ン ト や 人権
侵害 に つ な がる お そ れがあ る と 認識 さ れ は じ め た
(神谷， 201 1 ) 。 加 え て、 障害や疾病 を かか え つ つ
修学 を希望す る 学生への支援 も 必要 と さ れた 。
本学杉谷キ ャ ン パ ス も ま た例外で は な く 、 保健
管理セ ン タ ー杉谷支所看護師や、 医薬系学生課 (現
医薬系学務 グ ル ー プ) 職員 な どに よ り 、 徐 々 に学
生支援の必要性が認識 さ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、
学生支援の み を 専従的 に 行 う 職種の 配置が求 め ら
れ た 。 そ う し た 経緯か ら 、 2005 年 度 よ り 保健 管
理セ ン タ ー杉谷支所 に 常勤 の 臨床心理士が配置 さ
れた。 そ の後 2007 年度以降、 学生支援 GP な ど に
よ り ト ー タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援室杉谷分室
コ ー デ ィ ネ ー タ ー (専 門 は特別支援教育) や、 な
ん で も 相談 コ ー デ ィ ネ ー タ ー (精神保健福祉士)
な どが、 兼任 ・ 非常勤 な が ら 学生支援セ ン タ ー に
配置 さ れ、 現在 に 至 る (図 2 ) 。
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2 . 相談件数の増加
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保健管理セ ン タ ー杉谷支所 に お け る 心理相談件
数 は 、 年 々 増 加 傾 向 に あ り ( 図 3 ) 、 現体制 (常
勤 1 名 、 非常勤 l 名 ) で担 当 で き る 限界 (鈴木，
2006) に 近づ き つ つ あ る 。 こ の う ち 15% 程度 を 、
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非常勤臨床心理士 (月 ・ 金午後 の み勤務) が、 多
数 の 困 難事例 を 含め担当 し て い る 。 非常勤臨床心
理士雇用 の予算の半分は学生支援セ ン タ ー 自 殺防
止対策室 よ り 出 て い る (酒井， 2012a ; 201 1c) 。
ま た 、 ト ー タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援室杉谷
分室お よ びな ん で も 相談 窓 口 の相談件数 も 、 いず
れ も 急激な増加傾向 に あ る O 具体的 な件数等 に つ
い て は、 各部署 に よ る 報告 を 参照 さ れた い。
3 . 支援者の連携
各支援職 は 、 学生 と の 個 別 面接 の ほ か、 必要 に
応 じ、 学部学科の教員 、 医薬系学務 グ ル ー プ職員 、
保護者、 学外医療機関 な ど と 連携 ・ 連絡 を 取 り つ
つ、 学生対応 に あ た っ て き て い る O
ま た 2006 年 ごろ よ り 、 「学生支援担当者連絡会j
(旧称 : 学生支援 ミ ー テ ィ ン グ) (図 1 ・ 図 2 ・ 図
8 ) に お い て 、 杉谷キ ャ ン パ ス で実際 に 学生支援
に かか わ る 複数職種が、 複数の 部署か ら 参加 し 話
し 合い を 行 っ て い る ( 図 2 ・ 図 8 ) 。 ま た 、 あ え
て 複数部署 間 で業務範囲 に 重 な り を も たせ る 「冗
長性モデル (斎藤， 201 1 )  J (図 4 ・ 図 5 ) に よ る
理解 と 実践 を 行 っ て い る 。 「学生支援担 当 者連絡
会」 で の 話 し合い と 、 「冗長性 モ デ ル 」 に よ る 理
解 ・ 実践 に よ り 、 後述の よ う な組織的不備 を 、 当
面 は現場 レ ベ ル で カ バー し 、 ス ム ー ズ な 連携 ・ 役
割分担 を し な が ら 学生対応 を 行 っ て き た (酒井 ・
水野 ・ 原津他， 2012) 。
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- 一 時的な 中 断があっても 当 面実施 し 、
後で回復できる 。
- 方法論が異なる ので、 完全 に他職種の
代替をする こと は できない。
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4 . 理解を得る途上の困難
(酒井， 水野， 原漂他， 2012) 
~驚藤 (2011) をもとに作成
(酒井， 水野， 原簿他， 2012)
~ 粛藤 (2011) をもとに作成
一方、 下記の よ う な事案 に お い て、 キ ャ ン パ ス
内理解 を 得 る こ と が、 し ば し ば困 難で あ っ た (酒
井， 2011a ; 20l1b ; 20l2a ; 20l2b ; 20l2c ; 20l2d ; 
2013) 。
- 主 と し て 、 発達障害 (傾 向) も し く はパ ー ソ ナ
リ テ ィ 障害 を も っ学生へ の 支援 に お い て 、 「 な
ぜ 医 療 職 と し て の 就業が 困 難 と 思 わ れ る 学生
が、 医薬系 キ ャ ン パ ス に在籍 し て い る の か。 支
援 を し な け ればな ら な い こ と が納得で き な い。 」
と す る 教職員 が現れ は じ め た。
- 不安障害や発達障害傾 向 を も っ学生 は 、 し ば し
ば新奇の場所 を 苦手 と し 、 入学当 初 は 道案 内 な
どの配慮 を 必要 と す る 場合があ る 。 し か し こ の
よ う な 、 どの部署 に も 対応が想定 さ れて い な い
学生への対応 に お い て 、 部署聞の押 し 付 け や、
学生の た ら い回 し が起 こ り が ち で あ っ た 。
- 個 々 の教員 が医師 ・ 看護師 な ど の 医療職 で あ る
こ と か ら 、 「病気 な ら 休 ん で治療。 治 っ た ら 復
学。 」 と い う 理解 に な り が ち で、 難治性 の う つ
症状等 を も っ学生へ の 配慮要請 な ど に 困難 を 生
じ た 。
- 同 様 の 理 由 で、 「健康 な 人 は な ん で も 相談、 病
気 の 人 は 保健管理セ ン タ ー 。 」 と い っ た 理解 が
な さ れが ち で あ っ た が、 学生の必要性 と は合致
し て い な か っ た 。
- 不安感や一時的パニ ッ ク な どに よ り 、 学生本人
が状況や 自 分の 要望 を う ま く 説明 で き な い場合
があ る 。 そ う し た 際 に 、 学生本人 の 同 意 の も と 、
支援職か ら 教員 等へ学生 の 意 向 を 代弁す る こ と
があ る が、 そ れが し ば し ば越権 と さ れた 。
- 内 容 を 問 わ ず 「 支 援 職 よ り 医 師 の 意 向 が優
先J と い う 理解がな さ れ、 学生の 自 殺防止 (酒
井， 2012d ; 2013) や 、 カ ル ト 防 止 対 策 ( 酒
井， 2012b) 、 発 達 障 害 学 生 へ の 支 援 ( 酒 井，
201 1a) な どに 支障 を 生 じ た 。
- 自 殺 を 含め た重大 な 結果 を 招 く お そ れの あ る 学
生 に つ い て も 、 し ば し ば上記の よ う な 理由 か ら 、
情報共有や具体的対応 に 支障がみ ら れた 。
総 じ て 、 杉谷キ ャ ン パ ス に お い て は、 学生の利
益 よ り も 、 部署聞の責任所在や、 職種間の上下関
係の観点、 が優先 さ れ が ち で あ っ た。 そ の た め 、 大
学 と し て の 安全配慮義務 の 履行 や 、 修学環境 の
保全 に 支 障 を き た し て い た ( 日 本学生相 談学会，
2012) 。
5 . 理解の深 ま り
上記の よ う な課題 に つ い て 、 自 殺防止対策室会
議、 保健医療人教育室運営会議、 学生支援担当 者
連絡会 な どでの話 し合い を 経て 、 下記の 点が確認
さ れ た 。 ( 酒 井， 201 1b ; 2012a ; 2012b ; 2012c ; 
2012d ; 2013) 
5 - 1 . こ れ ま で確認さ れた事項
- 保健管理セ ン タ ー (含 : 杉谷支所) は、 応急処
置 ・ 予 防接種 を 行 う た め に 診療所登録 さ れて い
る が、 そ れ以外の業務 を 行 わ な い わ け で は な く 、
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心理相談 と 診療所業務 と の聞 に は優先関係 は な
い (図 6 ) 。
| ①医療・支慢モデル |
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- 保健管理セ ン タ ー (含 : 杉谷支所) は、 心理相
談 ・ 心理的援助 を 行 う 主体部署であ る 。
- 医療職への適性がな い と 思 わ れ る 学生 に も 、 大
学教育 と い う 観点、 か ら は 、 修学の権利 が あ る (佐
藤， 201 1 )  0 
・ 「健康 な 人 は な ん で も 相談、 病気 の 人 は 保健管
理セ ン タ ー 」 と い う 把握で は、 学生の 必要性 を
う ま く 捉え ら れな い 。 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン 時 に 施行 し て い る 精神 的健康度調査 (酒井 ・
松井 ・ 四 間丁， 201 1 ) と 、 窓 口利用 と の 関 係 は 、
お よ そ 図 7 の通 り で あ る 。 疾病モ デル以外での
理解が必要。 重い 人 はすべて の支援機関 が連携
し て 支え る 。
図 7
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- 同様に 「病気 な ら 治療、 治 っ た ら 復学」 と い う
理解で は不十分。 発達障害 (傾向) や難治性の
疾患 を も っ 学生 に つ い て は、 療学援助 が必要。
う つ で 自 殺す る の で は な く 、 居場所がな く て 自
殺す る 。
. I責任の所在」 を 明確 に し よ う と す る と 、 か え っ
て学生 を 追い詰め、 自 殺や 自 傷を助長す る (松
本， 2012) 0 
・ 外部医療機関主治医 と 杉谷支所心理士の責任関
係 は、 法的 に も 不 明確。 学 内 で の 議論 は 有益で
は な い 。 状況把握や共通理解 に つ と め、 学生の
利益 ・ 安全 と い う 原則 に 立 ち 返 っ て そ の都度考
え る の が適切。
- 支援者 に よ る 提言や発信 は 、 通常業務の 一部 ( 日
本学生相談学会， 2012) 。 越権 と は な ら な い 。
- 周 聞 の学生の修学上の利益 を 大 き く 損ね る 学生
に つ い て は、 学生支援 と は別の文脈 で検討 し対
処すべ き 。
6 . 今後の課題
同 様 に 、 自 殺防止対策室会議、 保健医療人教育
室運営会議、 学生支援担当 者連絡会 な どでの 話 し
合い を 経て 、 下記の点が今後の 課題 と し て 共有 さ
れた。
6 - 1 . 杉谷キ ャ ンパス全体における学生支援上
の課題
・ 歴史的経緯か ら 、 支援職種が複数部署 に 散在 し
て い る (図 1 ・ 図 2 ・ 図 8 ) 。
- 学生支援 を 総括す る 教員 組織お よ び管理者教員
が不在 (図 1 ・ 図 2 ・ 図 8 ) 。
図 8
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- そ の 結果、 教育 ・ 評価 と 学生支援が未分化。
- こ う し た組織的不備 は 、 管理者教員 ら の個 人 的
理解 に よ り 、 か ろ う じ て 支 え ら れて い る (図 8 )
(後述) 。
6 - 2 . 保健管理セ ン タ ー杉谷支所固有の課題
- 支所長 は任期 2 年 で兼任。 理解が深 ま っ た こ ろ
交代 と な る 。
- 学生支援の文脈で話 し 合 う 場が、 支所内 に無い0
・ 心理相談の運営者教員 を 欠い て い る (図 6 ・ 図
8 ) 。
- 予算 執行 に は 学務 グ ル ー プ 長 の 後見 を 得 て い
る 。
- 学部 と の 情報共有等 に 課題 ( 図 1 ・ 図 8 ) 。 杉
谷支所危機管理 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は 診療所 と
し て の杉谷支所 を 前提 と し て い る た め 、 要件が
厳格で、 ほ と ん ど適用 で き な い。
- 支所内外の理解 と 協力 を 得 な が ら 支 え ら れて き
て い る (図 5 ・ 図 8 ) 。
7 . 考察 と展望
上記の よ う な組織的不備 は 、 医薬系学部学科の
学部長 ・ 学科長 ・ 教務委員 長 ら の管理者教員 、 学
生支援担当 副 学長、 自 殺防止対策室長、 保健管理
セ ン タ ー 長 (五福 キ ャ ン パ ス ) 、 保健管理セ ン タ ー
杉谷支所長、 医薬系学務 グ ル ー プ長 ら の 個 人的理
解 に よ っ て 、 か ろ う じ て 支 え ら れて い る (図 8 ) 。
し か し こ れ ら の 管理者の多 く は 、 ま も な く 異動や
任期満了、 定年退職 を 迎 え る 。 し た が っ て 、 学生
支援体制 の 整備が、 杉谷キ ャ ン パ ス に お け る 喫緊
の 課題で あ る 。
と り わ け、 保健管理セ ン タ ー杉谷支所臨床心理
士 は 、 学生支援 セ ン タ ー 等 の 支援部署 に 配置すべ
き であ る ( 日 本学生相談学会， 2012) 。 な お 、 一橋大、
三重大、 山形大 な どの 旧 国立大学で、 こ う し た再
編成の動 き がみ ら れ る 。 図 9 の よ う に 支援職種は
単一部署 に 配置すべ き で あ る 。
図 9
固固
園鼠
8 . 結論
杉 谷 キ ャ ン パ ス の 学生 支援体制 に は 不 備 が あ
り 、 大学 と し て の 安全配慮義務の履行や、 学生の
修学環境保全 に、 支障 を き た し て い る 。 支援職種
は 単一部署 に 配置すべ き で あ る 。 ( 日 本学生相談
学会， 2012) 
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